
◆反戦ビラで逮捕?! ふざけるな！
４月19日、東京学芸大学キャンパス(小金井市)で新入

生歓迎のビラまきを行っていた武田雄飛丸君(法政大学文

化連盟委員長､上写真)を、警視庁小金井署が｢建造物侵入｣

容疑のでっち上げで不当逮捕しました。学芸大当局が110

番通報して売り渡したのです。断じて許せません！ 武田

君がまいていたのは、文連と全学連が主催する鈴木たつ

お弁護士の新歓講演会(演題：｢戦争への道を阻もう！｣)、

そして４･28沖縄デー闘争への参加を呼びかけるビラです。

｢大学で反戦ビラをまいたら逮捕｣――この暴挙に徹底

弾劾を叩きつけ、今すぐ武田君を取り戻そう！

◆｢改憲･戦争｣のための反戦運動つぶし
この弾圧は、改憲と戦争に突き進む安倍政権の国家意

志を体現するものです。史上最大規模の米韓合同軍事訓

練(朝鮮侵略戦争演習)が実施される中、３月29日に安倍

政権は安保戦争法の施行を強行しました。｢戦争のできる
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国家｣への転換をかけ、反戦闘争つぶしを強めています。

しかし、そうしたもくろみを切り裂いたのが昨年秋の

京都大反戦バリケードストライキです。それに対して今

年３月に６学友が不当逮捕されましたが、全学連はこれ

を完全粉砕して６人全員を不起訴奪還し大勝利しました！

◆反戦ストライキで教育取り戻そう！
｢戦争の先兵｣と化した大学資本を打倒し、学生がスト

ライキで大学･教育を実力で奪い返すこと、京大に続き全

国に反戦ストの嵐を巻き起こすこと――これが戦争を止

める道です。フランスの学生･高校生は、労働法制改悪攻

撃に対し全土で校舎をバリケード封鎖して闘っています。

◆腐敗をきわめる東京学芸大当局
東京学芸大は｢大学の目的｣に｢世界平和の実現に寄与す

る｣と掲げ、昨年には｢安保法制に反対する学芸大有志の

会｣という団体を立ち上げ、元学長や名誉教授などが呼び

かけ人に名を連ねていますが、そんなものはまったくの

インチキであると今回の反戦ビラまき弾圧ではっきりし

ました。教育で金もうけをし、学生を戦争にかり出すた

めの安倍の｢大学改革｣に賛同し、学生の主体性を破壊し

てキャンパスでの反戦ビラまきすら認めない｢監獄｣にし

た上で、国家権力が容認する範囲内で｢官許｣のガス抜き

｢反戦運動｣をやっているだけです。反戦ビラまきを｢犯罪｣

として警察に売り渡す｢運動･大学｣に、戦争を止める力は

ありません。むしろ、そのお先棒担ぎとなるだけです。

◆戦争の先兵＝日本共産党
｢施設管理権｣を振りかざして｢建造物侵入｣でっち上げ

に加担した学芸大当局は、｢営業権｣を掲げて学生処分を

乱発する法政大当局とまったく同じです。大学の主人公

は学生だ！ 学生の貧困と自治解体を進める学芸大当局に

怒りを叩きつけよう！ そして、この弾圧を主導した日本

共産党(教授会･学生自治会)は許せません！ 民青同盟が

巣食う学芸大自治会は、全学連のビラまきを見かけたら

｢至急学生課に通報してください｣と学芸大生に呼びかけ

ています。全学連と学芸大生の結合を恐れ、キャンパス

支配を維持するために密告･売り渡しを奨励する唾棄すべ

き連中です。前述の京大ストで、共産党京都府委員長は

｢ストライキは犯罪だ！｣とわめいて恥をさらしました。

極悪の反戦運動弾圧に手を染め、大学当局の｢憲兵｣を気

どる日本共産党スターリン主義を打倒しよう！

警視庁と学芸大当局に全都－全国の怒りを集中し、た

だちに武田君の釈放をかちとろう！ ４･28沖縄デー闘争

(法大デモ－国会デモ)にすべての学友は大結集しよう！

４月28日(木) 12時半～ 法政大･市ヶ谷キャンパス集合
※13時半デモ出発

16時～ ＪＲ新橋駅から国会議事堂へデモ
※15時半集合

労働法制改悪に反対してフランス高校生が校舎をバリケード封鎖！

京都大学でも戦争反対のバリケードストライキ！(昨年10月27日)


